
農業を経営する皆様へ

事前の備えはできていますか？
「収入保険」は様々なリスクによる収入減少を補償します。

農業法人 エンジョイアグリ株式会社
代表取締役社長 岡元 和人さん（指宿市）

＜栽培作物：そらまめ45ｱｰﾙ，スナップえんどう２ﾍｸﾀｰﾙ，
レタス８ﾍｸﾀｰﾙ等＞

さつまいも専業農家として，作付面積や作付品種の拡大，作業方法
の改善など試行錯誤を重ねながら，収入を維持してきました。

平成30年にはサツマイモ基腐病により，収量が大きく減収となり，
収入保険に興味を持ち加入しました。

もし自分自身が病気やけがで働けなくなっても，収入保険が助けて
くれると考えると安心して農業を続けることができると思います。

北郷 久幸さん（鹿屋市）

大幅な収入減少の経験から加入

令和５年１月の積雪と寒波により，収穫不能となり大きな損害が出ました。
冬の収穫分が主な収入源となるので不安がありましたが，つなぎ融資を受

けられたことで従業員の給与支払いや種苗等の購入に充てられ，安心感につ
ながりました。

収入保険に入っておくことで，被害を受けたときに次に向けて立ち上がる
気力が湧くと思うので，ぜひ加入をおすすめしたいです。

＜栽培作物：さつまいも＞

小水流 竜司さん（伊佐市）

末元 正輝さん（霧島市）

価格低迷時の補償に安心感

１月の雪害，寒波を受けて

豪雨でハウスが全半壊 つなぎ融資で救われました
＜栽培作物：トマト25ｱｰﾙ，水稲約６ﾍｸﾀｰﾙ＞

＜栽培作物：茶６ﾍｸﾀｰﾙ＞

令和２年７月豪雨で水稲が冠水，９棟のハウスのうち７棟が全壊，
２棟が半壊の被害を受けました。

被害から復旧しきれていない中，翌年再び豪雨で水稲に被害を受
けましたが，収入保険に加入していたので，経営面では安心できま
した。

流されたときは目の前が真っ暗になり，営農が継続できるか心配
しましたが，収入保険のつなぎ融資に救われました。

平成30年９月の説明会で収入保険を知り，地区担当職員から制度に
ついての説明を聞き，加入に必要な経費や支払われる補償額などを確
認しました。

市場価格の低迷による収入減少も補償の対象となることが，収入保
険を選んだ理由の一つです。

また，平成30年３月の新燃岳の噴火による降灰では，備えの重要性
をより認識するきっかけになり，万が一被害に遭っても収入保険が補
償してくれるのは安心感につながります。



収入保険は，自然災害や価格低下だけでなく農業者の
経営努力では避けられない収入減少が補償の対象です。

青色申告を行っている農業者（個人・法人）です。
※ 保険期間開始前に加入申請を行います。
※ 保険期間の前年１年分の青色申告（簡易な方式を含む）実績あれば加入

できます。（令和６年から青色申告を始めた方も，令和７年から加入で
きます）

※ 収入保険と，農業共済，ナラシ対策，野菜価格安定制度などの類似制度は，
どちらかを選択して加入します。

○ 収入保険と野菜価格安定制度の同時利用の取扱いについては，令和
６年からの新規加入者は，２年間（令和４年，５年加入者は３年間）
の同時利用を可能とし，令和７年以降の新規加入者には適用しない
こととします。
※ 同時利用される方は，収入保険の保険料等と野菜価格安定制度の生

産者の負担金の両方を支払います。
※ また，収入保険の保険期間中に，野菜価格安定制度の補給金を受け

取った場合，収入保険の補てん金の計算上，その金額を控除します。

税の収入算定期間と同じです。
個人：１月〜12月 法人：事業年度の１年間

※ 補てん方式には，保険方式と積立方式を併用する「積立方式併用タイプ」と保険方式
のみの「保険方式充実タイプ」があり，農業者が選択できます。

※ 基準収入は，過去５年間の平均収入（５中５）を基本に，規模拡大など保険期間の営農
計画も考慮して設定します。

※ 毎年の農産物（自ら生産したもの）の販売収入は，青色申告決算書等を用いて整理しま
す。

※ 肉用牛，肉用子牛，肉豚，鶏卵は対象外です。

保険期間の収入（農産物の販売収入）が，基準収入の９割を
下回ったときに，下回った額の９割を上限に補てんします。



※ 保険料には50％，積立金には75％，付加保険料には50％以内の国庫補助があります。
※ 積立金は補てんに使われなければ，翌年に持ち越されます。
※ 保険料，積立金は分割払（最大９回）や制度資金の活用ができます。
※ 保険料については経費として損金算入されるため，保険方式補償充実タイプは積立方式併用タイプより

所得税・法人税が軽減できます。
※ 補償限度額・支払率の選択や補償の下限を設定することにより，保険料を調整することができます。

農家負担掛金

補てん金を含めた収入は，6,056,213円（平均収入の86.8％）

［栽培作物］スナップえんどう50ａ，オクラ20ａ
［補償内容］保険方式による補償：保険割合80％，支払率90％

積立方式による補償：積立割合10％，支払率90％

平均収入（基準収入） 6,976,794円

保険料 59,199 円
積立料 156,978 円
付加保険料 16,932 円

合計
233,109円

単価
(円/kg)

単収
(kg/10a)

生産量
(kg)

収入(円)

841 1,160 5,800 4,877,800

853 1,230 2,461 2,098,994

6,976,794

オクラ
（トンネル）

合計

スナップ
えんどう

単価
(円/kg)

単収
(kg/10a)

生産量
(kg)

収入(円)

841 464 2,320 1,951,120

853 1,230 2,461 2,098,994

4,050,114

スナップ
えんどう
オクラ

（トンネル）
合計

保険による補てん金
保険方式 1,378,188 円※1
積立方式 627,911 円※2
合計 2,006,099 円

雪害により収入が4,050,114円に減少
スナップえんどうが60％の被害を受け2,926,680円
の減収（4,877,800−1,951,120＝2,926,680）

※1 ((6,976,794×0.8−4,050,114)×0.9)≒1,378,188
※2 6,976,794×0.1×0.9≒627,911

例えば，基準収入が1,000万円で最大補償の場合，保険期間の収入がゼロになったときでも，最大補償
であれば下記のいずれのタイプも同じ810万円の補償が受けられます（※5年の青色申告実績がある場合）。

【基準収入が1,000万円で最大補償の場合に農業者が負担する金額】



保険期間の確定申告によって補てん金を支払うのが通常のスケジュールです
が，大きな災害等により補てん金の受け取りが見込まれる場合，NOSAI全国連
から無利子の「つなぎ融資」を受けることができます。

園芸資材の支払が心配･･･
従業員の給与支払が心配･･･

被害の申告から聞き取りなどを経て，すみやかにお支払いしています。
つなぎ融資を受けた金額は，補てん金と相殺して返還することになります。

鹿児島県では，令和３年度加入者の約半数の方に，平均337万円の補てん金が
支払われました。

個人の方は12月まで，法人の方は事業年度の末月までに加入申し込みをお願いします。
詳しくはお近くのＮＯＳＡＩまでお問い合わせください。

※令和２年度，令和３年度とも令和５年１０月末現在の集計値。

【令和２年度】 【令和３年度】

９月からの営農
再開資金が心配･･･

鹿児島県内のＮＯＳＡＩ
鹿児島県農業共済組合 本所 鹿児島市鴨池新町12-4
TEL 099-255-6161 FAX 099-255-6190
○南薩支所 0993-58-3100 ○肝属支所 0994-48-3180
○北薩支所 0996-21-3131 ○熊毛支所 0997-27-2278
○中部支所 0995-59-3211 ○大島支所 0997-63-2442
○曽於支所 099-482-0205 ○南大島支所 0997-86-2389

収入保険の掛金計算
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝはこちら

実際に支払われる補てん金
と相殺して返還

補てん金が見込まれる場合，つなぎ融資
を受けられます


